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RX62Nグループ、RX621グループ 
RIICによる EEPROMとの通信 

要旨 
本アプリケーションノートではルネサスMCUの RIIC（I2Cバスインタフェース）を用いた EEPROMとの
通信（シングルマスタ）について説明しています。 

対象デバイス 
RX62Nグループ、RX621グループ 

RX62Nグループ、RX621グループと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミ
リでも本プログラムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合があ

りますのでマニュアルで確認してください。このアプリケーションノートのご使用に際しては十分な評価を

行ってください。 
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1. 仕様 
EEPROMと通信を行い、8byteのデータを EEPROMに書き込みます。その後、書き込んだ 8byteのデータ
を読み込みます。書き込みと読み込みの間では、Acknowledge Pollingを行うことで EEPROMへの書き込み完
了を確認しています。 

1.1 接続図 
本資料で説明する応用例の接続図を図 1に示します。 
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図 1 接続図 

 

1.2 RIIC設定 
本資料で説明する応用例の RIICの設定を表 1に示します。 

表 1 RIIC設定 

項目 内容 
動作周波数 • 入力クロック（EXTAL） ：12MHz 

• システムクロック（ICLK） ：96MHz 
• 周辺モジュールクロック（PCLK） ：48MHz 
• 外部バスクロック（BCLK） ：48MHz 
• 内部基準クロック（IICφ） ：12MHz 

マスタ／スレーブ シングルマスタ 
アドレスフォーマット 7ビットアドレスフォーマット 
転送速度 400Kbps 
タイムアウト検出 • SCLnラインが Lowのときカウント 

• ロングモード（16ビットカウンタ（IICφ）：約 5.461ms） 
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1.3 EEPROM 
本資料で説明する応用例の EEPROMの仕様を表 2に示します。 

表 2 EEPROM仕様 

項目 内容 
型名 AT24C16AN-10SU-2.7 
容量 16K（2048×8） 
スレーブアドレス スレーブアドレス：1010xxxx 

bit0は R/Wビット、bit1～bit3は EEPROM上の pageを示します。 
詳しくは EEPROMの仕様書をご確認ください。 

ライトプロテクト 常に解除 
• WP端子：Low 

 
 

2. 動作確認環境 
本資料で説明する応用例の動作確認環境を表 3に示します。 

表 3 動作確認環境 

項目 内容 
デバイス RX62N（R5F562N8BDBG） 
ボード Renesas Starter Kit (R0K5562N0S000BE) 
電源電圧 3.3V（E1より供給） 
入力クロック 12MHz（ICLK=96MHz、PCLK=48MHz、BCLK=48MHz） 
動作温度 室温 
HEW Version 4.09.01.007 
Toolchain RX Standard Toolchain（V.1.2.1.0） 
Debugger/Emulator E1エミュレータ 
Debugger component RX E1/E20 SYSTEM V.1.03.00 
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3. 動作説明 

3.1 EEPROMへの書き込み 
マスタ送信を使用して EEPROMへの書き込みを行います。RIICがスタートコンディション（S）を送信し、
続いて EEPROMのスレーブアドレスを送信します。このとき、8ビット目は R/Wビットとなりますので、書
き込み時には"0"を送信します（マスタ送信）。その後、8bit×2のメモリアドレスと EEPROMへ書き込みた
いデータを順次送信します。ここで送信する 8bit×2のメモリアドレスは、書き込みを行う EEPROM上のア
ドレスを示します。全データの送信が完了した後、ストップコンディション（P）を生成し、バスを解放しま
す。なお、本アプリケーションノートでは、書き込みを行うメモリアドレスを 0000hとしています。 

図 2に EEPROMへの書き込み時の信号例を示します。 
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図 2 EEPROMへの書き込み信号例 

 

3.2 EEPROMからの読み込み 
マスタ送信とマスタ受信（複合フォーマット）を使用して EEPROMからデータを読み込みます。まず、RIIC
がスタートコンディション（S）を送信し、EEPROMのスレーブアドレスと 8bit×2のメモリアドレスを送信
します。このときの EEPROMのスレーブアドレス送信では、R/Wビットとして"0"を送信します（マスタ送
信）。その後、リスタートコンディション（Sr）を送信し、再度 EEPROMのスレーブアドレスを送信します。
このときの EEPROMのスレーブアドレス送信では、R/Wビットとして"1"を送信します（マスタ受信）。
EEPROMのスレーブアドレスを送信した後、続けてクロックを生成することで、EEPROMからデータを読み
込みます。読み込み時、RIICは 1byte受信するごとに ACKを送信しますが、最終データに限り NACKを返
します。そして、その後ストップコンディション（P）を生成します。なお、本アプリケーションノートでは、
読み込みを行うメモリアドレスを 0000hとしています。 

図 3に EEPROMからの読み込み時の信号例を示します。 
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図 3 EEPROMからの読み込み信号例 
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3.3 Acknowledge Polling 
EEPROMが書き換え中か否かを判断する方法として、Acknowledge Pollingを使用します。Acknowledge 

Pollingではスタートコンディションに続いて、EEPROMスレーブアドレス、ストップコンディションを送信
します。このとき、EEPROMが書き換え中の場合は ACKクロックに"1"を返してきます（NACK）。逆に、
書き換えが完了していた場合は"0"を返してきます（ACK）。これによって、書き換え中か否かを判断します。 

図 4に Acknowledge Pollingの信号例を示します。 
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図 4 Acknowledge Polling信号例 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 関数一覧 
表 4、表 5に関数一覧を示します。細字の関数は静的関数です。 

表 4 ファイル"main.c"内の関数一覧 

関数名 内容 備考 
main メイン処理 図 7 
SampleEepromWrite EEPROMへの書き込み処理例 図 11 
SampleEepromRead EEPROMからの読み込み処理例 図 12 
IICAckPolling Acknowledge Polling 図 13 
CpuCreate CPU初期設定 図 8 
CpuIntCreate CPU割り込み設定 図 9 
IICPortCreate IICポート設定 図 10 
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表 5 ファイル"iic.c"内の関数一覧 

関数名 内容 備考 
IIC_Create IIC初期設定 図 14 
IIC_Destroy IIC終了処理 図 15 
IIC_EepWrite EEPROMへの書き込み開始処理 図 16 
IIC_RandomRead EEPROMからの読み込み開始処理 図 17 
IIC_GetStatus IICのステータスチェック 図 18 
IIC_EEI_Int 通信エラー／イベント発生割り込み 図 19 

IIC_EEI_IntTimeOut タイムアウト検出割り込み 
IIC_EEI_Int内で呼ばれます 

図 20 

IIC_EEI_IntAL アービトレーションロスト検出割り込み 
IIC_EEI_Int内で呼ばれます 

図 21 

IIC_EEI_IntSP ストップコンディション検出割り込み 
IIC_EEI_Int内で呼ばれます 

図 22 

IIC_EEI_IntST スタートコンディション検出割り込み 
IIC_EEI_Int内で呼ばれます 

図 23 

IIC_EEI_IntNack NACK検出割り込み 
IIC_EEI_Int内で呼ばれます 

図 24 

IIC_RXI_Int 受信データフル割り込み 図 25 
IIC_RXI_IntEepRead EEPROMからの読み込み処理（マスタ受信部分） 

IIC_RXI_Int内で呼ばれます 
図 26 

IIC_TXI_Int 送信データエンプティ割り込み 図 27 
IIC_TXI_IntEepWrite EEPROMへの書き込み処理 

IIC_TXI_Int内で呼ばれます 
図 28 

IIC_TXI_IntEepRead EEPROMからの読み込み処理（マスタ送信部分） 
IIC_TXI_Int内で呼ばれます 

図 29 

IIC_TEI_Int 送信終了割り込み 図 30 
IIC_TEI_IntEepWrite EEPROM書き込み処理後の送信終了処理 

IIC_TEI_Int内で呼ばれます 
図 31 

IIC_TEI_IntEepRead EEPROM読み込み処理後の送信終了処理 
IIC_TEI_Int内で呼ばれます 

図 32 

IIC_GenClkSP 異常発生時のストップコンディション生成処理 
IIC_EEI_IntTimeOutと IIC_EEI_IntAL内で呼ばれます 

図 33 

IIC_Error エラー処理 図 34 
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4.2 変数 

4.2.1 構造体 
関数 IIC_EepWriteと関数 IIC_RandomReadの引数で使用する構造体を図 5に示します。また、構造体の各
メンバの一覧を表 6に示します。 

struct str_IIC_API_T
{

uint8_t SlvAdr; /* Slave Address, Don't set bit0. It's a Read/Write bit */
uint16_t PreCnt; /* Number of Predata */
uint8_t *pPreData; /* Pointer for PreData (Memory Addr of EEPROM) */
uint32_t RWCnt; /* Number of Data */
uint8_t *pRWData; /* Pointer for Data buffer */

};
typedef struct str_IIC_API_T IIC_API_T;  

図 5 関数 IIC_EepWriteと関数 IIC_RandomReadの引数用構造体 

 
表 6 構造体"IIC_API_T"のメンバ一覧 

構造体メンバ 設定可能範囲 内容 
SlvAdr 00h～FEh スレーブアドレス。 

最下位ビットは R/Wビットであるため、常に"0"を設定してください。 
PreCnt 00h～FFh メモリアドレスカウンタ。 

本資料で使用する EEPROMの場合、常に"2"。 
*pPreData － メモリアドレス格納バッファポインタ。 

書き込み時：データを書き込む EEPROM上のアドレス（書き込み先）。 
読み込み時：データを読み出す EEPROM上のアドレス（読み込み元）。 

RWCnt 0000 0000h～
FFFF FFFFh 

データカウンタ。 
書き込み時：EEPROMへ書き込むデータ数。 
読み込み時：EEPROMから読み出すデータ数。 

*pRWData － データ格納バッファポインタ。 
書き込み時：EEPROMへ書き込むデータの格納元。 
読み込み時：EEPROMから読み出すデータの格納先。 
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4.2.2 変数一覧 
表 7、表 8に変数一覧を示します。 

表 7 ファイル"main.c"内の変数一覧 

関数名 内容 
uint8_t trm_buff[256] 送信データバッファ 
uint8_t rcv_buff[256] 受信データバッファ 
uint8_t trm_eeprom_adr[2] EEPROMスレーブアドレス格納バッファ（書き込み時） 
uint8_t rcv_eeprom_adr[2] EEPROMスレーブアドレス格納バッファ（読み込み時） 
IIC_API_T iic_buff_prm[2] 関数 IIC_EepWriteと関数 IIC_RandomReadの引数用構造体 
 
 

表 8 ファイル"iic.c"内の変数一覧 

関数名 内容 
static IIC_API_T iic_buff 関数 IIC_EepWriteと関数 IIC_RandomReadの引数用構造体 

（関数 IIC_EepWriteと関数 IIC_RandomRead兼用） 
static int8_t iic_mode 内部モード 
static int8_t iic_status IICステータス 
static uint32_t iic_trm_cnt 内部 IIC送信カウンタ 
static uint32_t iic_rcv_cnt 内部 IIC受信カウンタ 
 
 

4.2.3 列挙型 
IICステータス、IICバスステータス、内部モード、関数"IIC_EepWrite"と関数"IIC_RandomRead"のリターン
値は列挙型で宣言されています。IICステータス一覧と遷移図をそれぞれ表 9、図 6に示します。また、IIC
バスステータスを表 10に、内部モード一覧を表 11に、関数"IIC_EepWrite"と関数"IIC_RandomRead"のリター
ン値を表 12にそれぞれ示します。 

IICステータスは関数"IIC_GetStatus"を呼んだ際に、第一引数のポインタで示されたアドレスに格納されま
す。内部モードは、本サンプルコードの IIC関連の関数が内部でのみ使用するモードです。 

表 9 IICステータス一覧（enum RiicStatus_t） 

定義名 内容 
RIIC_STATUS_IDLE IDLE状態。 

関数 IIC_Createで初期設定を行った後、この状態に遷移しま
す。また、EEPROMへの書き込みまたは EEPROMからの読
み込みが正しく終了した場合（ストップコンディション検出

後）も、この状態に遷移します。 
RIIC_STATUS_ON_COMMUNICATION 通信中。 

関数 IIC_EepWriteまたは関数 IIC_RandomReadで通信を開始
するとこの状態に遷移します。 

RIIC_STATUS_NACK NACK受信。 
NACKを受信するとこの状態に遷移します。 

RIIC_STATUS_FAILED 通信失敗。 
EEPROMへの書き込みまたは EEPROMからの読み込みが完
了する前にストップコンディションを検出するとこの状態に

遷移します。 
本サンプルコードでは、タイムアウトまたはアービトレーショ

ンロストが発生するとストップコンディションを生成するた

め、この状態に遷移します。 
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IDLE状態 通信中

NACK受信
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初期設定

NACK受信

正常に通信完了

通信開始

通信開始

ストップ
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図 6 IICステータス遷移図 

 
表 10 IICバスステータス（enum RiicBusStatus_t） 

定義名 内容 
RIIC_BUS_STATUS_FREE IICバスフリー。 
RIIC_BUS_STATUS_BBSY IICバスビジー。 
 
 

表 11 内部モード一覧（enum RiicInternalMode_t） 

定義名 内容 
IIC_MODE_IDLE IDLEモード。 

関数 IIC_Createによる初期設定、またはストップコンディションを検出すると
このモードに遷移します。 

IIC_MODE_EEP_READ EEPROMリードモード。 
関数 IIC_RandomReadで通信を開始するとこのモードに遷移します。 

IIC_MODE_EEP_WRITE EEPROMライトモード。 
関数 IIC_EepWriteで通信を開始するとこのモードに遷移します。 

 
 
表 12 関数"IIC_EepWrite"と関数"IIC_RandomRead"のリターン値（enum RiicEepFnc_t） 

定義名 内容 
RIIC_OK 正常に通信が開始された場合にこの値を返します。 
RIIC_BUS_BUSY I2Cバスがビジーだった場合にこの値を返します。 
RIIC_MODE_ERROR RIICが通信中の場合にこの値を返します。 
RIIC_PRM_ERROR 引数の値が正しくなかった場合にこの値を返します。 

（関数"IIC_RandomRead"のみこの値を使用します。） 
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4.3 関数仕様 
サンプルコードの RIICを制御する関数仕様を示します。 

 
IIC_Create 
概要 RIICの初期設定を行います。 
ヘッダ r_apn_iic.h 
宣言 void IIC_Create(void) 
説明 以下の設定を行います。 

• 転送速度設定：400kbps 
• 割り込み設定 
• タイムアウト設定 

引数 なし 
リターン値 なし 
備考  
 
 
IIC_Destroy 
概要 RIICを停止します。 
ヘッダ r_apn_iic.h 
宣言 void IIC_Destroy(void) 
説明 RIICを停止し、RIIC関連の全レジスタをクリアします。 
引数 なし 
リターン値 なし 
備考 通信中に本関数を実行した場合も、強制的に RIICを停止します。 
 
 
IIC_EepWrite 
概要 EEPROMへの書き込みを開始します。 
ヘッダ r_apn_iic.h 
宣言 int8_t IIC_EepWrite(IIC_API_T) 
説明 マスタ送信を使用して EEPROMへの書き込みを行います。I2Cバスがビジーだった場合、

または RIICが通信中の場合は、マスタ送信を開始しません。 
引数 IIC_API_T data1 
リターン値 正常に通信が開始された場合：RIIC_OK 

I2Cバスがビジーだった場合：RIIC_BUS_BUSY 
RIICが通信中の場合：RIIC_MODE_ERROR 

備考 引数 IIC_API_T data1については「4.2.1 構造体」をご参照ください。 
リターン値については、「4.2.3 列挙型」をご参照ください。 
引数のメンバであるスレーブアドレス（SlvAdr）の bit0は"0"に設定してください。 
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IIC_RandomRead 
概要 EEPROMからの読み込みを開始します。 
ヘッダ r_apn_iic.h 
宣言 int8_t IIC_RandomRead(IIC_API_T); 
説明 マスタ送信とマスタ受信（複合フォーマット）を使用して EEPROMからデータを読み込み

ます。I2Cバスがビジーだった場合、または RIICが通信中の場合は、マスタ送信を開始し
ません。 

引数 IIC_API_T data1 
リターン値 正常に通信が開始された場合：RIIC_OK 

I2Cバスがビジーだった場合：RIIC_BUS_BUSY 
RIICが通信中の場合：RIIC_MODE_ERROR 
引数の値が正しくなかった場合：RIIC_PRM_ERROR 

備考 引数 IIC_API_T data1については「4.2.1 構造体」をご参照ください。 
リターン値については、「4.2.3 列挙型」をご参照ください。 
メモリアドレスカウンタとデータカウンタの両方を"0"すると、引数の値が正しくないと判
定します。 
引数のメンバであるスレーブアドレス（SlvAdr）の bit0は"0"に設定してください。 

 
 
IIC_GetStatus 
概要 IICのステータスを確認します。 
ヘッダ r_apn_iic.h 
宣言 void IIC_GetStatus(enum RiicStatus_t*, enum RiicBusStatus_t*); 
説明 IICのステータスを第一引数で示された領域に格納します。また、IICのバスの状態を第二

引数で示された領域に格納します。 
引数 enum RiicStatus_t *data1 

enum RiicBusStatus_t *data2 
リターン値 なし 
備考 引数については、「4.2.3 列挙型」をご参照ください。 
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4.4 フローチャート 
以下に各関数のフローチャートを示します。 

main

CpuCreate

IIC_Create

SampleEepromWrite

IICAckPolling

SampleEepromRead

IIC_Destroy

CPU初期設定

IIC初期設定

EEPROMへの書き込み処理例

Acknowledge Polling

EEPROMからの読み込み処理例

IIC終了処理

 

図 7 main処理 

 

CpuCreate

CpuIntCreate

IICPortCreate

ICLK=100MHz、BCLK=25MHz、PCLK=50MHz （EXTAL=12.5MHz）

CPUの割り込み設定

IIC用のポート設定

モジュールストップビット解除

クロック設定

モジュールストップビット解除

End
 

図 8 CPU初期設定 

 

CpuIntCreate

割り込み要因プライオリティを4に設定
（ICEEI0、ICRXI0、ICTXI0、ICTEI0）

割り込み要求フラグクリア

割り込み許可

（ただし、ICIERレジスタでも割り込みの　許可／禁止設定を行う
必要があるので注意）

IPR設定

End

IRフラグクリア

IEN設定

 

図 9 CPUの割り込み設定 

 



RX62Nグループ、RX621グループ RIICによる EEPROMとの通信 

R01AN0268JJ0110  Rev.1.10  Page 14 of 30 
2014.11.10  

IICPortCreate

データディレクションレジスタを入力に設定

入力バッファ有効

データディレクション

レジスタ設定

End

入力バッファコントロール

レジスタ設定

 

図 10 IIC用のポート設定 

 

SampleEepromWrite

送信データ用サンプルデータ設定（0x00、0x01、0x02、 ...）

EEPROMへ書き込むアドレスデータ設定（0x0000）

送信データ設定

End

EEPROMのメモリアドレス設定

関数"IIC_EepWrite"の引数用
バッファ設定

IIC_EepWrite

IIC通信完了？

Yes

No

IIC_GetStatus

IIC_GetStatus

IIC Busフリー？
No

Yes

関数"IIC_EepWrite"に渡す引数データ設定
（EEPROMスレーブアドレス、メモリアドレス長、メモリアドレスデ
ータ格納バッファのポインタ、送信データ数、送信データ格納バッファ

のポインタ）

EEPROMへの書き込み開始

EEPROMへのデータ送信完了待ち

IIC Busフリー待ち

 

図 11 EEPROMへの書き込み処理例 
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SampleEepromRead

受信データバッファを0クリア

EEPROMから読み込むアドレスデータ設定（0x0000）

受信データバッファクリア

End

EEPROMのメモリアドレス設定

関数"IIC_RandomRead"の引数
用バッファ設定

IIC_RandomRead

IIC通信完了？

Yes

No

IIC_GetStatus

IIC_GetStatus

IIC Busフリー？
No

Yes

関数"IIC_RandomRead"に渡す引数データ設定
（EEPROMスレーブアドレス、メモリアドレス長、メモリアドレスデ
ータ格納バッファのポインタ、受信データ数、受信データ格納バッファ

のポインタ）

EEPROMからの読み込み開始

EEPROMからのデータ読み込み完了待ち

IIC Busフリー待ち

 

図 12 EEPROMからの読み込み処理例 

 



RX62Nグループ、RX621グループ RIICによる EEPROMとの通信 

R01AN0268JJ0110  Rev.1.10  Page 16 of 30 
2014.11.10  

IICAckPolling

EEPROMへ書き込むアドレスデータ設定（0x0000）

End

EEPROMのメモリアドレス設定

関数"IIC_EepWrite"の引数用
バッファ設定

IIC通信完了？

Yes

No

IIC_GetStatus

指定繰り返し回数完了？
No

Yes

関数"IIC_EepWrite"に渡す引数データ設定
（EEPROMスレーブアドレス）

IIC通信完了待ち

ACKが返ってくる、または引数で指定されした繰り
し回数を実施するまでAcknowledge Pollingを繰り
返す

繰り返す際、引数で指定されたインターバルを空け

て繰り返す

次回AcknowledgePollingのため
のインターバル時間待ち

NACK応答？

Yes

No

ACK応答？

No

Yes

IIC_EepWrite Acknowledge Polling開始

 

図 13 Acknowledge Polling 
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IIC_Create

ICCR1.ICE=0、ICCR1.IICRST=1にすることで、
RIIC全レジスタおよび内部状態をリセット

End

RIICのリセット

転送速度設定 転送速度を400kbpsに設定

スレーブアドレス検出無効

タイムアウト設定

スレーブアドレス無効

ACKBTプロテクト解除

割り込み設定

RIIC内部使用RAM初期設定

IIC転送動作許可

タイムアウトを設定

（SCL=Highのみをカウント、ロングモード）

ACKBTへの書き込み許可
（EEPROMからの読み込み処理でNACK応答するため）

割り込み設定

　・タイムアウト割り込み許可

　・アービトレーションロスト割り込み許可

　・スタートコンディション検出割り込み禁止

　・ストップコンディション検出割り込み許可

　・NACK受信割り込み許可
　・受信データフル割り込み許可

　・送信終了割り込み禁止

　・送信データエンプティ割り込み許可

RIIC内部使用RAM初期設定

RIIC転送動作許可

 

図 14 IIC初期設定 

 

IIC_Destroy

ICCR1.ICE=0、ICCR1.IICRST=1にすることで、
RIIC全レジスタおよび内部状態をリセット

End

RIICのリセット

 

図 15 IIC終了処理 
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IIC_EepWrite

内部モードを確認

通信中ならば書き込み中止

return
RIIC_OK

自デバイスは通信中？
Yes

バスフリー？

No

引数をIIC用バッファに格納

No

Yes

内部RAMにモード、
カウンタを設定

スタートコンディション生成

引数をIIC用バッファに格納

IICバスの状態を確認
バスビジーならば書き込み中止

内部RAM設定
内部モードと内部カウンタを設定

スタートコンディション生成

return
RIIC_BUS_BUSY

return 
RIIC_MODE_ERROR

 

図 16 EEPROMへの書き込み開始処理 

 

IIC_RandomRead

内部モードを確認

通信中ならば読み込み中止

自デバイスは通信中？
Yes

バスフリー？

No

引数をIIC用バッファに格納

No

Yes

内部RAMに内部モード、
内部カウンタを設定

スタートコンディション生成

引数をIIC用バッファに格納

IICバスの状態を確認
バスビジーならば読み込み中止

内部RAM設定
内部モードと内部カウンタを設定

スタートコンディション生成

引数は正しい？

Yes

No
引数の値を確認

正しくなければ読み込み中止

return
RIIC_OK

return
RIIC_BUS_BUSY

return
RIIC_MODE_ERROR

return
RIIC_PRM_ERROR

 

図 17 EEPROMからの読み込み開始処理 
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IIC_GetStatus

IICステータスを引数で示されたバッファに格納

End

IICのステータスを確認

IICバスの状態確認 IICバスの状態（バスビジー／バスフリー）を引数で示さ
れたバッファに格納

 

図 18 IIC状態確認処理 

 

IIC_EEI_Int

タイムアウト検出割り込み許可、かつタイムアウ
ト検出割り込み要求が発生した場合、タイムアウ

ト検出割り込み処理を実施

End

タイムアウト

割り込み処理？

Yes

No

IIC_EEI_IntTimeOut

アービトレーションロスト割り込み許可、かつア
ービトレーションロスト割り込み要求が発生した
場合、アービトレーションロスト割り込み処理を

実施

アービトレーション

ロスト割り込み処理？

Yes

No

IIC_EEI_IntAL

ストップコンディション

検出割り込み処理？

Yes

No

IIC_EEI_IntSP

NACK検出
割り込み処理？

Yes

No

IIC_EEI_IntNack

スタートコンディション

検出割り込み処理？

Yes

No

IIC_EEI_IntST

ストップコンディション検出割り込み許可、かつ
ストップコンディション検出割り込み要求が発生
した場合、ストップコンディション検出割り込み

処理を実施

NACK検出割り込み許可、かつNACK検出割り込
み要求が発生した場合、NACK検出割り込み処理
を実施

スタートコンディション検出割り込み許可、かつ
スタートコンディション検出割り込み要求が発生
した場合、スタートコンディション検出割り込み

処理を実施

 

図 19 通信エラー／イベント発生割り込み 
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IIC_EEI_IntTimeOut

異常発生時のストップコンディション生成処理

End

IIC_GenClkSP

 

図 20 タイムアウト検出割り込み 

 

IIC_EEI_IntAL

異常発生時のストップコンディション生成処理

End

IIC_GenClkSP

 

図 21 アービトレーションロスト検出割り込み 
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IIC_EEI_IntSP

End

内部モードは？

EEPROM書き込み処理

内部モードを「IDLE」に設定
内部カウンタクリア

NACK検出時にはここでNACKFをクリアするICSR2.NACKFクリア

ICSR2.STOPクリア

割り込み設定

割り込み設定

　・タイムアウト割り込み許可

　・アービトレーションロスト割り込み許可

　・スタートコンディション検出割り込み禁止

　・ストップコンディション検出割り込み許可

　・NACK受信割り込み許可
　・受信データフル割り込み許可

　・送信終了割り込み禁止

　・送信データエンプティ割り込み許可

EEPROM読み込み処理

未送信

データなし？

IDLE状態 その他

IIC_Error

IICステータスが
「NACK受信」以外？

Yes

No

IICステータスを
「IDLE状態」に設定

Yes

No
IICステータスを
「通信失敗」に設定

未受信

データなし？

Yes

No

IICステータスを
「IDLE状態」に設定

IICステータスを
「通信失敗」に設定

STOPフラグクリアする

 

図 22 ストップコンディション検出割り込み 
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IIC_EEI_IntST

スタートコンディション検出フラグクリア

End

ICSR2.STARTクリア

スタートコンディション

検出割り込み禁止

EEPROMスレーブアドレス送信

スタートコンディション検出割り込み禁止

EEPROMのスレーブアドレスを送信
ここでの送信はbit8を"1"にして送信
（マスタ受信）

 

図 23 スタートコンディション検出割り込み 

 

IIC_EEI_IntNack

内部ステータスを「NACK受信」にする

End

内部ステータスを

「NACK受信」にする

NACK検出割り込み禁止

ICSR2.STOPクリア

NACK検出割り込み禁止

EEPROMデバイスアドレス送信

ストップコンディション検出フラグクリア

ストップコンディション生成

 

図 24 NACK検出割り込み 

 

IIC_RXI_Int

End

内部モードは？

EEPROM書き込み処理EEPROM読み込み処理 その他

IIC_ErrorIIC_RXI_IntEepRead IIC_Error

 

図 25 受信データフル割り込み 
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IIC_RXI_IntEepRead

End

スレーブアドレス

受信後の割り込み？

Yes

No

残り読み出し

データ数は2以下？

Yes

9クロック目生成後
SCL=Lowホールド設定

次データ受信時

NACK送信設定

ICDRRをダミーリード

Yes

9クロック目生成後
SCL=Lowホールド設定

次データ受信時

NACK送信設定

ICSR2.STOPクリア

No

ストップコンディション生成準備

最終受信データ読み出し

（ストップコンディション生成）

9クロック目生成後の
SCL=Lowホールド設定解除

受信データ読み出し

No

内部カウンタ+1

残り読み出し

データ数は1以下？

Yes

No

残り読み出し

データ数は3？

残り読み出し

データ数は2？

Yes

No

残り読み出し

データ数は1？

Yes

No

読み出しカウンタ-1

読み出しカウンタ-1

 

図 26 EEPROMからの読み込み処理（マスタ受信部分） 
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IIC_TXI_Int

End

内部モードは？

EEPROM書き込み処理 EEPROM読み込み処理 その他

IIC_ErrorIIC_TXI_IntEepWrite IIC_TXI_IntEepRead

 

図 27 送信データエンプティ割り込み 

 

IIC_TXI_IntEepWrite

送信データ数をカウント

End

スレーブアドレス送信？

内部カウンタ+1

スレーブアドレス送信

Yes

No

メモリアドレス送信？

メモリアドレス送信

書き込みデータ送信？
Yes

No

データ送信

Yes 送信終了割り込み許可

No

 

図 28 EEPROMへの書き込み処理 
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IIC_TXI_IntEepRead

送信データ数をカウント

End

スレーブアドレス送信？

内部カウンタ+1

スレーブアドレス送信

Yes

No

メモリアドレス送信？

メモリアドレス送信

Yes

No

送信終了割り込み許可

 

図 29 EEPROMからの読み込み処理（マスタ送信部分） 

 

IIC_TEI_Int

End

内部モードは？

EEPROM書き込み処理 EEPROM読み込み処理 その他

IIC_ErrorIIC_TEI_IntEepWrite IIC_TEI_IntEepRead

 

図 30 送信終了割り込み 

 

IIC_TEI_IntEepWrite

送信終了割り込み禁止

End

送信終了割り込み禁止

ICSR2.STOPクリア

ストップコンディション生成

ICSR2.STOPクリア

ストップコンディション生成

 

図 31 EEPROM書き込み処理後の送信終了処理 
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IIC_TEI_IntEepRead

スタートコンディション

検出割り込み許可

End

スタートコンディション

検出割り込み許可

送信完了割り込み禁止

リスタートコンディション生成

ICSR2.STARTクリア

リスタートコンディション生成

ICSR2.STARTクリア

送信終了割り込み禁止

 

図 32 EEPROM読み込み処理後の送信終了処理 
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IIC_GenClkSP

SCL=High、またはSCL=Lowでタイムアウト発生

End

タイムアウト設定

一定時間wait

タイムアウト許可

SCLとSDAへの出力停止、内部状態リセット

タイムアウト許可

内部リセット

内部リセットによるSCL、SDA解放時間待ち

SCL=High？

IIC_ErrorYes

No

マスタモード設定

SDA=Low？

Yes

Loop
cnt=0; cnt<10; cnt++

SDA=Low？

1クロック生成

Yes

1クロック生成完了？

タイムアウト発生？
Yes

No

No

9回クロック生成
かつSDA=Low？

Yes

No IIC_Error

No

No

バスビジー？

Yes

No

IIC内部リセット ストップコンディション生成

MST/TRSプロテクト許可MST/TRSプロテクト許可

SCL=Highでタイムアウト発生タイムアウト設定

MST/TRSプロテクトを解除し、マスタ送信モードに設定

内部リセットしたにもかかわらず、SCL=Highだった場合、
他デバイスがLowホールドしている

SDAを通信相手がLowホールドしていた場合の処理

原因としてRIICと通信相手との間でビットずれが発生した
可能性がある

その場合、クロックをいくつか生成することで、SCLを解
放させることができることがある

ICCR1.CLOビットを使用し、1クロックずつ生成する
SDA=Highとなるか、9回繰り返すまで実施する

バスビジーだった場合、ストップコンディションを生成
それ以外の場合、内部リセットを実施し、マスタ送信モード

からスレーブ受信モード（IDLEモード）に遷移する

Loop

 

図 33 異常発生時のストップコンディション生成処理 
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IIC_Error

 

図 34 エラー処理 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 
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A-1 

改訂記録 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2011.01.18 — 初版発行 
1.01 2011.09.27 3 表 3を修正 

  10 表 10を修正 
  23 図 26を修正 

（テクニカルアップデート"TN-RX*-A005A"に対応）*1 
1.10 2014.11.10 3 表 3を修正 

  23 図 26を修正 
   サンプルコードの修正 

【注】 *1 本アプリケーションノートは、テクニカルアップデート“TN-RX*-A012A”、“TN-RX*-A013A”には対
応していません。 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認ください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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